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社会科学習指導案 【当日版】
１年１組 男子22名 女子18名 計40名
指 導 者 坂 田 元 丈














































































































学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点
○前時までの学習を確認する。 ・鑑真が日本をどう見ていたかに
・奈良時代の様子や鑑真について、場面を想起させる。 ついて、視点を分類させておく。
○本時の学習課題を確認する。
鑑真は奈良時代の日本をどう思ったのだろうか。
○課題に対して意見交換する。 ・互いの表情が見えて話し合いが
Ａ案「いい国であった」 しやすくなるように、生徒の座
＜内政＞ 席をコの字型に配置する。
・鑑真は中国での権力闘争が嫌だったので、中央集権国家ができあがり、 ・前時に回収したワークシートか
朝廷の支配が全国に及ぶようになって政治が安定しているのを、いい ら、生徒の意見を把握しておき、
と思っているから。 様々な考え方やその根拠が出る
・鑑真は若い頃、貧民救済の事業を行っていることから、光明皇后など よう、意図的指名も行う。
為政者が仏教の精神に基づき、庶民を保護する施設をつくっているの ・Ａ案・Ｂ案ともに、「内政面」「外
を、いいと思っているから。 交面」「社会・産業面」「文化面」
＜外交＞ の４つの視点に触れながら討論
・争うことに否定的であることから、朝廷が周辺国に使節団を送るなど、 を行わせる。
良好な外交関係を築いているので、いいと思っているから。
＜社会・産業＞ ・「鑑真がどう思ったのか」につい
・仏教を保護する朝廷には全国から税が入り、都で裕福な生活を送るこ て「判断する基準」が「鑑真の
とができるのを、いいと思っているから。 生い立ちから解釈した鑑真の見
＜文化＞ 方・考え方」であることを想起
・中国では道教が仏教を押しのけ始めていたので、都を中心に大寺社が させ、判断の妥当性の検証を行
建設されるなど仏教文化が花開いたのを、いいと思っているから。 うための話合いであること確認
・中国から日本に仏教を広めようと意欲を燃やしていたので、庶民に智 しながら、論点がずれないよう
識のような仏教の考え方が普及しているのを、いいと思ったから。 助言する。
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Ｂ案「いい国ではなかった」 ・Ａ案、Ｂ案のどちらともいえな
＜内政＞ いという意見が出た際には選択
・鑑真は中国での権力闘争が嫌で、日本政界で権力闘争が繰り広げられ 肢として認めるが、その「理由
ていたことにうんざりしていたので、いい国とは思わなかったから。 付け」について全体で検討して
＜外交＞ いくよう助言する。
・争うことに否定的であることから、新羅との国交関係が悪化していた ・Ａ案は赤、Ｂ案は青、どちらと
ので、周辺国と良好な関係を築いていないことから、いい国とは思わ もいえないは緑のカードを胸ポ
なかったから。 ケットに入れておき、立場が変
＜社会・産業＞ わった場合はカードを変更する
・鑑真は貧民救済を行った経験もあるので、農民の暮らしが苦しく、浮 など、常に自分の立場を明確に
浪や逃亡する者も出てきたり、疫病や内乱がおこったりしているのを、 して発言できるようにする。
いい国とは思わなかったから。
・そもそも、鎮護国家思想のように、仏教に頼らないといけないくらい
困窮しているというのを、いい国とは思わなかったから。
＜文化＞
・中国から日本に仏教を広めようと意欲を燃やしていたが、文化は朝廷
の位の高いものだけが享受することができ、庶民は仏教どころではな
く生活に苦しんでいたのを、いい国とは思わなかったから。
【Ａ案に対する予想される反論】と同時に 【Ｂ案に対する予想される反論】と同時に
【Ｂ案に対する予想される反論への反論】 【Ａ案に対する予想される反論への反論】
・鑑真は争いが嫌いだったことが資料から読み取れる ・鑑真が日本にいた当時は、藤原仲麻呂が安定政
ので、中央集権国家ではあったが権力闘争がおきて 権を築き、争いが常におきていたわけでもない
いたことを、いいとは思っていなかった。 し、仏教を保護したので、いいと思っている。
・新羅とは緊張関係にあり、藤原仲麻呂が新羅征討を ・唐や渤海との関係は良好または悪化したとは書いて
考えている。争いが嫌いな鑑真はこれを、いいとは いないので、新羅との関係だけで日本の外交が悪化
思っていなかった。 したとは言い難いのではないか。
・貧民を救済したいと思っている鑑真にとって、貴族 ・仏教を広めたいという強い意思をもって来日した鑑
たちだけが裕福な暮らしをしているのを、いいとは 真は、自分が活躍する場が多くあり、広め甲斐があ
思っていなかった。 る国で、いいと思っている。
・仏教の精神を政治に取り入れているのはいいが、農 ・権力闘争で実力を握った人物ではあるが、貧民救済
民の重い税負担の上に成り立っていると考えられる 事業を行うなど、農民の負担を減らそうとしている
ので、いいとは思っていなかった。 ことに対して、いいと思っている。
○課題について分かったことをまとめる。 ・気付いたことをまとめることで
話合いを終えて、自分の考えをまとめる。 自らの学びを振り返らせる。
（６） 評価
奈良時代の日本の特色について、様々な資料を互いに関連付け、根拠を示しながら解釈したことを視点に、
価値判断することができたか、ワークシートや発言によって評価する。
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